
請戸漁港周辺では、平成27年度末までに完了する予定

で、岸壁や防波堤、導流堤などの修復が進められていま

す。また、棚塩地区・請戸中浜地区・浪江中浜地区の海岸

でも、堤防工や消波工の災害復旧工事（延長およそ2.5キ

ロ）が始まりました。平成29年度中に完了する予定です。

消波ブロックの据付を開始

６月３日に行われた海岸の災害復旧工事の着工式の様子
（堤防の実寸模型前にて）

北幾世橋周辺で進行中の除染作業の様子

除染が終わってきれいになった幾世橋小の校庭

除染作業中の幾世橋小のグランド

　　　　復旧が進む請戸漁港

環境省による浪江町内の除染は、昨年中に

終了した酒田行政区に続き、今年５月末には

高瀬・立野下の２行政区でも終了しました。

７月は、北幾世橋北・南、幾世橋、藤橋、

西台、北棚塩の６行政区で作業中です。
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マリンパークなみえ敷地内に、仮設焼却施設が完成しま

した。町内で収集・選別され、仮置場に保管されている災

害廃棄物や除染廃棄物のうち、可燃物16.3万トンを燃やし

て減容化する施設で、平成28年度末までに処理を完了する

予定です。５月25日に行われた火入れ式で馬場町長は、

「山積みになった廃棄物の処理は、復旧から復興への第一

歩」と語りました。

今年３月、海を一望する大平山に「浪江町営大平山霊園」が完成しました。

400区画が整備されたこの霊園には、休憩できる屋根付きベンチが設置され、今後コミュニ

ティ広場も整備されます。

５月25日の火入れ式にて

１日300トンの処理能力を持つ焼却炉

マリンパークから見た仮設焼却施設。７月から本格稼働します。
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